
教科・種目名        特別の教科 道徳 

 

採択基準 

 

 

基 本 観 点 

 

発 行 者 名  発 行 者 名 

２ 東書 11 学図 17 教出 38 光村 116 日文 208 光文 224 学研 232 あかつき 

１ 学習指

導要領に

示す目標

の達成の

ために工

夫されて

い る こ

と。 

(1) 全体として
の特徴や創意
工夫 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別表１ 

 本冊の巻末に、付

録「つながる 広が

る」のページがある。 

すべての内容項目

を取り扱っている。 

 

付録「つながる 広

がる」は、１、２年

生では道徳の学習で

考えたことを生かす

内容になっており、

３～６年生では郷土

や日本の良さなどを

を取り扱い、地域社

会への理解を図るよ

うに工夫している。 

 

 

本編の最後に、「学

習のふり返り」をさ

せるページがあり、

学習の記録と学期ご

とのふり返りができ

るように工夫してい

る。 

本冊と別冊「活動」

によって構成されて

いる。 

すべての内容項目

を取り扱っている。 

 

別冊「活動」は、

本冊の教材について

考えを深めたり、考

えを生かしたりする

発問などで構成され

ている。 

 

 

 

 

 

 

別冊「活動」の巻

末に、「保護者の方

へ」というページが

あり、家庭との連携

を図るように工夫し

ている。 

本冊において本編

の他に、補充教材を

用意している。 

すべての内容項目

を取り扱っている。 

 

２時間で扱っても

よい教材が４～５つ

あり、１時間で扱っ

た場合のために補充

教材を配置してい

る。 

 

 

 

 

 

 

本冊の巻末で、１

年間の学習のふり返

りができるように工

夫している。 

本冊の巻末に、付

録のページがある。 

すべての内容項目

を取り扱っている。 

 

 

本編に、読み物と

コラムを合わせて学

習することができる

まとまりを設定して

いる。 

また、３年生以上

で、夏休みや冬休み

において家庭や地域

での調べ学習につな

げるコーナーを設け

ている。 

 

学習のまとまりを

４つの時期に分け、

まとまりごとに「学

びの記録」で、視点

を明確にした学習の

ふり返りができるよ

うに工夫している。 

本冊と別冊「道徳

ノート」によって構

成されている。 

すべての内容項目

を取り扱っている。 

 

 本冊には、付録の

教材を設定してお

り、本編の教材と入

れ替えて学習するこ

とができる。 

 

 

 

 

 

 

 

別冊「道徳ノート」

には、教材ごとの自

己評価欄があり、学

習のふり返りができ

るように工夫してい

る。 

また、保護者記入

欄を設け、家庭との

連携を図っている。 

本冊の巻末に、付

録の教材を設定して

いる。 

すべての内容項目

を取り扱っている。 

 

 付録の教材は、本

編の教材と入れ替え

て学習することがで

きる。 

また、同じ内容項

目について、複数の

教材を続けて学習す

る「重点主題教材」

を設定している。 

 

 

 

本冊の巻末に、「学

びの足あと」のペー

ジがあり、授業の記

録とまとめができる

ように工夫してい

る。 

本冊は、本編のみ

によって構成されて

いる。 

すべての内容項目

を取り扱っている。 

 

同じテーマの教材

でいくつかの内容項

目を配列し、続けて

学習することによっ

て考えを深めるまと

まりを設定してい

る。 

また、保護者と連

携するページを、各

学年１～３箇所設定

している。 

 

本冊の巻末に、「心

の宝物～学びの足あ

と～」のページがあ

り、心に残った話な

どを記録できるよう

に工夫している。 

本冊と別冊「道徳

ノート」によって構

成されている。 

すべての内容項目

を取り扱っている。 

 

別冊「道徳ノート」

は、本冊の教材順で

はなく、内容項目ご

とのページで構成さ

れている。 

 

 

 

 

 

 

 

別冊「道徳ノート」

の巻末に、学習の記

録がある。 

「心のしおり」と

いうシートがあり、

チェック欄を通して

学校と家庭が連携で

きるように工夫して

いる。 

２ 内容や

構成が学

習指導を 

進める上

で適切で

あ る こ

と。 

(1) 道徳的諸価
値についての
理解を深める
ための工夫 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

別表２ 

１つの教材につ

き、１つの自己を振

り返る発問を設定し

ている。 

 

 

 

 

３年生以上では、

自己をふり返る発問

の他に、教材の内容

そのものについて考

えさせる発問も設定

している。 

別冊「活動」には、

教材ごとに、教材の

内容そのものについ

て考えさせる発問１

つと自己をふり返る

発問 1 つとを設定し

ている。 

 

また、教材内容の

発問につながるよう

な活動を促す工夫も

取り入れている。 

 

 

各教材の「学びの

手引きには、３～４

つの発問を設け、段

階を踏んで話し合い

を深めていけるよう

に配慮している。 

 

 

挿絵の台詞を考え

るような形式で、自

己をふり返り、話し

合い学習をするよう

に工夫している。 

 

 教材ごとに、３つ

程度の発問を設定

し、教材の内容やそ

こから考えられるこ

となどを通して、理

解を深める工夫をし

ている。 

 

２年生以上では、

さらに自分のことと

して捉え、自己をふ

り返らせるような発

問も設定している 

教材ごとに、教材

内容について考えさ

せる発問とそれをも

とにして自己をふり

返らせる発問を設定

している。 

 

 

別冊「道徳ノート」

には、友達の考えを

書く欄も設定し、よ

り考えを深めるよう

に工夫している。 

教材ごとに、教材

内容について考えさ

せる発問とそれをも

とにして自己をふり

返らせる発問を設定

している。 

 

教材ごとに教材内

容について考えさせ

る発問とそれをもと

にして自己をふり返

らせる発問を設定し

ている。 

 

 

 ５年生以上では、

いくつかの教材にお

いて、教材を読む前

に考える活動を取り

入れている。 

 

教材ごとに教材内

容について考えさせ

る発問とそれをもと

にして自己をふり返

らせる発問を設定し

ている。 

 

 

 別冊「道徳ノート」

では、いくつかの教

材をまとめ、１つの

内容項目について自

己をふり返る形式を

とっている。 

 



 
 

教科・種目名        特別の教科 道徳 

 

採択基準 

 

 

基 本 観 点 

 

発 行 者 名  発 行 者 名 

２ 東書 11 学図 17 教出 38 光村 116 日文 208 光文 224 学研 232 あかつき 

２ 内容や

構成が学

習指導を 

進める上

で適切で

あ る こ

と。 

(2) 物事を多面
的・多角的に考
え、自己の生き
方についての
考えを深める
ための工夫 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別表３ 

１・２年生では、 

教材の冒頭部分に、

学習のめあてを明記

している。 

また、３～６年生

では、教材の最後に、

考えを深めたり、自

分をふり返ったりす

る発問を設定してい

る。 

本冊には、学習の 

めあてを明記してい

ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

別冊「活動」では、 

「かんがえよう」「み

つめよう」「アクティ

ブ」などの活動のマ

ークに基づいて、考

えを深めたり、自分

を見つめたりする工

夫を取り入れてい

る。 

教材の冒頭部分に 

学習のめあてを明記

している。 

最後に「学びの手

引き」のコーナーを

設定し、考えを深め

させるようにしてい

る。 

 教材の冒頭部分に

学習のめあてを明記

している。 

最後に「考えよう」

のコーナーを設定

し、考えを深めさせ

る工夫を取り入れて

いる。 

教材の冒頭部分 

に、学習のめあてを

明記している。 

教材の最後に「か 

んがえてみよう」「み

つめよう 生かそう」

のコーナーを設定し

て、考えを深めさせ

る工夫を取り入れて

いる。 

 

別冊「道徳ノート」

に、自分を見つめ考

えたことを書き込め

るよう工夫してい

る。 

教材の冒頭部分 

に、学習のめあてを

明記している。 

教材の各ページの

下欄にキャラクター

の言葉や発問を配置

し、読み進めながら

考えを深めていくよ

うに工夫している。 

教材の最後に「か

んがえよう」のコー

ナーを設定して、考

えを深めさせる工夫

を取り入れている。 

教材の最後に「学 

習の道すじ」と題し

た「考えよう 話し合

おう」のコーナーを

設定して、考えを深

めさせる工夫を取り

入れている。 

 

 

 

 

別冊「道徳ノー 

ト」には、教材に関

連した発問を設定

し、書き込めるよう

に工夫している。 

 



 
 

教科・種目名        特別の教科 道徳 

 

採択基準 

 

 

基 本 観 点 

 

発 行 者 名  発 行 者 名 

２ 東書 11 学図 17 教出 38 光村 116 日文 208 光文 224 学研 232 あかつき 

２ 内容や

構成が学

習指導を 

進める上

で適切で

あ る こ

と。 

(3) 児童が主体
的・対話的に学
習に取り組む
ことができる
配慮 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

別表４ 

２年生以上では、

「道徳の学習を進め

るために」を初めに

提示している。 

 

 

 

 

全ての教材につい

て、考える視点を設

定している。 

１・２年生では初

めに、３年生以上で

は教材の最後に設定

している。 

また、「考えるステ

ップ」の欄を設けて

いる教材もある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

目次に、「出会う・

ふれ合う」「つなが

る・広がる」「問題を

見つけて考える」「い

じめのないせかい

へ」のマークを付け、

明示している。 

「道徳の学習を始め

よう」を初めに提示

している。 

 

 

 

 

 

別冊「活動」には、

考える視点を明記

し、自己をふり返る

欄を設定し、考えを

深めることができる

ように配慮してい

る。 

また、項目ごとに

コラム欄を設けるな

ど、学習したことを

深めることにつなげ

る工夫をしている。 

 

 

 

 

 

 

本冊では、教材文

の後ろに「読み物コ

ラム」を６点掲載し

ている。 

巻末に、学習をふ

り返るページを設定

している。 

最初の１時間をオ

リエンテーションに

あて、道徳の時間の

学習に対する理解を

図っている。 

 

 

 

全ての教材につい

て、考える視点を「学

びの手引き」として

設定している。 

その中の１つは、

必ず自分をふり返る

視点となっている。 

体験を通して人間

としての行動につい

て考えを深める教材

には、スキルのマー

クを付けている。 

 

 

 

 

 

 

教材文に「ジャン

プ」というコーナー

を設定し、グループ

で意見を交流した

り、「見つけたよカー

ド」や手紙を書いた

り、本を読んだりす

るなど、学習を広げ

る活動を紹介してい

る。 

 「道徳の時間にど

のようなことをする

のか」が分かる「道

徳の時間は」を初め

に提示している。 

 

 

 

教材文の初めの部

分には導入として考

えられることを、後

ろの部分には考える

視点「考えよう」を

設定している。 

また、「つなげよ

う」では、学習した

ことを他に広げた

り、深めたりするこ

とができるように工

夫している。 

最後のページに、

現代的な問題との関

わりや他教科・領域

との関わりを表で示

している。 

 

まなびの記録を書

くページを設けてい

る。 

 

 

道徳の学び方を初

めに提示している。 

 

 

 

 

 

 

教材文では、価値

の方向を示す文を初

めに提示し、後ろに

考える視点を２つ示

している。 

体験的な学習や問

題解決的な学習を取

り入れている教材に

は、マークを付けて

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

別冊「道徳ノート」

では、友達の意見を

書く欄があり、自分

の考えと比較するこ

とができるように工

夫している。 

また、自己評価の

欄や教材とつなげて

考えを深めるページ

も設けている。 

道徳の時間の進め

方や本の使い方を初

めに提示している。 

 

 

 

 

 

全ての教材で、考

えるポイントを同じ

キャラクターを使っ

て示している。 

また、自分の考え

をまとめ、広げる視

点も示している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同じ内容項目の教

材を続けて学習する

ことで、学習内容を

より深め、多方向か

らの学びができるよ

うに工夫している。 

また、 最後には

「学びの足あと」の

ページがあり、評価

につなげることがで

きるようにしてい

る。 

道徳の時間の進め

方を初めに提示して

いる。 

 

 

 

 

 

全ての教材につい

て、考える視点を設

定している。 

体験を通して、人

間としての行動につ

いて考えを深める教

材には「やってみよ

う」を、また、学習

した後、より深めた

り広げたりする教材

には「深めよう」「広

げよう」のマークを

付けている。 

 

 

 

 

 

テーマを設定し、

その中で内容項目の

異なる教材を続けて

学習することで、多

面的に物事を捉える

ことができるよう、

教材の組み方を工夫

している。 

教材文において、

１・２年生では２つ

の考える視点を、３

年生以上では「学習

の道すじ」として考

える視点を提示して

いる。 

 

３年生以上では、

学習を広げる方向を

示している教材があ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別冊「道徳ノート」

には、内容項目につ

いての考え方を示し

ている。 

また、内容項目ご

とにまとめて，以前

に学習したときと比

べることができるよ

うに工夫している。 

 



教科・種目名        特別の教科 道徳 

 

採択基準 

 

 

基 本 観 点 

 

発 行 者 名  発 行 者 名 

２ 東書 11 学図 17 教出 38 光村 116 日文 208 光文 224 学研 232 あかつき 

２ 内容や

構成が学

習指導を 

進める上

で適切で

あ る こ

と。 

(4) 情報モラル
と現代的な課
題の取扱い 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別表５ 

情報モラルに関す

る指導や現代的な課

題については、内容

項目との関連を踏ま

えつつ取り扱ってい

る。 

 

 

情報モラルを扱う

教材には、目次にお

いてマークを付けて

いる。 

１年生では、らく

がきで悲しむ人のこ

とを、２年生では、

ゲームやテレビの話

を、３年生以上では、

インターネットや携

帯電話を使うときに

気を付けることを取

り上げている。 

 

 

 

 

現代的な課題につ

いては、ボランティ

アや福祉に関する教

育についても取り上

げている。 

いじめ問題への対

応教材については、

「いじめのない世界

へ」と題して、目次

においても明示して

いる。 

情報モラルに関す

る指導や現代的な課

題については、「読み

物コラム」で内容項

目との関連を踏まえ

つつ取り扱ってい

る。 

 

「言葉・情報モラ

ル」について考える

教材を、本編以外に

も、読み物コラムと

して２点掲載してい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現代的な課題につ

いては、いじめ問題

への対応をはじめ、

健康教育や食育、３

年生以上では福祉に

関する教育、５・６

年生では、伝統文化

教育や国際理解教育

など、学年が進むに

つれて多岐にわたっ

ている。 

全学年の読み物コ

ラムにオリンピッ

ク・パラリンピック

に関する教材を設定

している。 

情報モラルに関す

る指導や現代的な課

題については、内容

項目との関連を踏ま

えつつ取り扱ってい

る。 

 

 

情報モラルについ

ては，目次のところ

に『情報と正しくつ

きあおう』の印が付

いている。また，体

験活動を取り入れて

考える教材が載って

いる。低学年につい

ては情報モラルの素

地になる教材が書か

れている。 

 

 

 

 

 

 

現代的な課題につ

いては、いじめ問題

と関連して、全学年

で「命を大切にする」

「みんなと仲良くす

る」をテーマとする

教材に、目次でマー

クを付けている。 

５・６年生では、

環境教育も取り上げ

ている。 

 情報モラルに関す

る指導や現代的な課

題については、コラ

ムで取り扱い、教材

と合わせて学習でき

るよう工夫してい

る。 

 

情報モラルについ

ては、考える教材と

して一覧表に明示し

ている。 

内容については、

公共に関するものや

礼儀、携帯ゲームな

ど多岐にわたってい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

現代的な課題につ

いては、いじめ問題

への対応をはじめ、

キャリア教育や食

育、伝統文化教育、

国際理解教育、環境

教育、安全教育、福

祉に関する教育な

ど、分かりやすく一

覧表にまとめてい

る。 

情報モラルに関す

る指導や現代的な課

題については、内容

項目との関連を踏ま

えつつ取り扱ってい

る。 

 

 

情報モラルの学習

については、目次に

おいて明示してい

る。 

１・２年生では、

情報モラルの素地と

なる教材を、３年生

以上では、情報モラ

ルと明記した教材を

提示している。 

教材とつなげて

「心のベンチ」（２・

３・５・６年）とい

うページを設定し、

考えを深める工夫を

している。 

 

現代的な課題につ

いては、１年生から

いじめ問題の対応教

材を取り入れ、学年

が進むにつれて多岐

にわたる教材を組ん

でいる。 

情報モラルに関す

る指導や現代的な課

題については、内容

項目との関連を踏ま

えつつ取り扱ってい

る。 

 

 

情報モラルの学習

については、目次に

おいて明示してい

る。 

１～４年生まで

は、ネットについて、

５年生では、著作権

について、６年生で

は、掲示板への書き

込みについての学習

を取り扱っている。 

 

 

 

 

 

 

現代的な課題につ

いては、いじめ問題

への対応をはじめ、

伝統文化教育、国際

理解教育、キャリア

教育、食育、環境教

育、安全教育、福祉

に関する教育など、

学年が進むにつれて

多岐にわたってい

る。 

特に、いじめ問題

に関連して、身近な

例をもとにして考え

る「みんな仲よし楽

しい学校」というペ

ージを掲載してい

る。 

情報モラルに関す

る指導や現代的な課

題については、内容

項目との関連を踏ま

えつつ取り扱ってい

る。 

 

 

情報モラルの学習

についは教材文のと

ころに印がついてい

る。スマートフォン，

正しい情報，インタ

ーネットの使い方，

個人情報などについ

て学習が組まれてい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

現代的な課題につ

いては、１年生から

いじめ問題の対応や

伝統文化教育、国際

理解教育の教材を取

り入れ、学年が進む

につれて扱う教材数

が増えている。 

情報モラルに関す

る指導や現代的な課

題については、内容

項目との関連を踏ま

えつつ取り扱ってい

る。 

 

 

情報モラルの学習

については、１・２

年生では、情報モラ

ルの素地となる学習

を、３年生以上では、

巻末に情報モラルの

学習を特設してい

る。 

主にインターネッ

トについての学習が

中心で、６年生では、

著作権にも触れてい

る。 

 

 

 

 

現代的な課題につ

いては、いじめ問題

への対応をはじめ、

伝統文化教育、国際

理解教育、防災教育、

食育、環境教育、安

全教育、福祉に関す

る教育など、学年が

進むにつれて多岐に

わたっている。 

 



教科・種目名        特別の教科 道徳 

 

採択基準 

 

 

基 本 観 点 

 

発 行 者 名  発 行 者 名 

２ 東書 11 学図 17 教出 38 光村 116 日文 208 光文 224 学研 232 あかつき 

２ 内容や

構成が学

習指導を 

進める上

で適切で

あ る こ

と。 

(5) 他の教科等と

の関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別表６ 

付録として「つな

がる・広がる」とい

う項目を立て、他教

科・領域や特別活動

と関連させて学びを

深めるきっかけとし

ている。 

また、「つながる・

広がる」というマー

クを付けて、他教

科・領域や特別活動

との関連を目次に明

示している。 

別冊「活動」にコ

ラムや問題提示、書

き込み欄を設定し、

他教科・領域や特別

活動と関連させて学

びを広げたり深めた

りすることができる

ように工夫してい

る。 

35 の教材以外に

も、「補助教材」とし

て関連する教材を提

示している。 

また、体験を通し

て人間としての行動

について考えを深め

る教材には、「スキ

ル」というマークを

目次に明示してい

る。 

 

 教材ごとに、関わ

りのある他教科・領

域や特別活動を一覧

表にして明示してい

る。 

また、「こころん」

「きらりん」のキャ

ラクターを用いて、

他の学習と関連付け

て考させたいことを

明示している。 

「パソコンやイン

ターネットを使っ

て、さらに学習を深

めましょう」という

マークを目次に明示

している。 

また、教材とつな

げて考えを深める

「心のベンチ」とい

うページに、関連し

た内容を取り上げて

いる。 

 

35 の教材以外に

も、「コラム」として

関連する教材を提示

している。 

また、「広げる」の

コーナーの中で、教

材に関連してさらに

調べる活動を提示し

ている。 

教材ごとに、関わ

りのある他教科・領

域や特別活動を一覧

表にして明示してい

る。 

また、「深めよう」

「やってみよう」「広

げよう」「つなげよ

う」のページの中で、

教材に関連する教

科・領域の情報を提

示している。 

各教材の最後に

「考えよう 話し合

おう」という枠を設

け、その中の「学習

を広げる」項目にお

いて、調べ学習のめ

あてやことわざ・格

言、関連する本など

を提示したり、身近

な生活の中で自分の

活動を振り返るよう

促したりしている。 

３ 使用上

の便宜が

工夫され

ているこ

と。 

(1) 表記・表現の
工夫 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

別表７ 

多くの挿絵を使

い、教材の内容や学

習の進め方を説明し

た上で、教材に入っ

ていくことができる

工夫をしている。 

 

固有の人や物につ

いては、写真で紹介

することにより、教

材が理解しやすくな

るよう配慮をしてい

る。 

 

 児童の読みを助け

るために、漢字に振

り仮名を付け、振り

仮名の字体や大きさ

にも配慮をしてい

る。 

 

 

 

 

 

カラーユニバーサ

ルデザインについて

配慮をしている。 

 別冊「活動」にお

いては、読み物マー

クや活動マークによ

り、学習の内容と進

め方がわかりやすく

示されている。 

 

 1枚の挿絵で、学習

内容を端的に表して

いる。 

 

 

 

 

 児童の読みを助け

るために、漢字に振

り仮名を付け、振り

仮名の字体や大きさ

にも配慮をしてい

る。 

同一教材中に再度

使用されている漢字

にも振り仮名を付け

ている。 

 

カラーユニバーサ

ルデザインについて

配慮をしている。 

 子ども同士の会話

形式で、話し合いの

ヒントを提示してい

る。 

  

 

 

挿絵の吹き出しに

入れる言葉を考える

ような形式を取り入

れて、学習を深める

工夫をしている。 

 

 

 児童の読みを助け

るために、漢字に振

り仮名を付け、振り

仮名の字体や大きさ

にも配慮をしてい

る。 

 

 

 

 

 

カラーユニバーサ

ルデザインについて

配慮をしている。 

  コマ漫画風に設定

された教材や写真を

多く活用した教材な

どを取り入れるよう

配慮している。 

 

 

「学びの記録」の

ページにおいては、

視覚的に季節感を感

じることのできる工

夫を凝らしている。 

 

 

児童の読みを助け

るために、漢字に振

り仮名を付け、振り

仮名の字体や大きさ

にも配慮をしてい

る。 

同一教材中に再度

使用されている漢字

にも振り仮名を付け

ている。 

 

カラーユニバーサ

ルデザインについて

配慮をしている。 

 各教材の題名とと

もに、登場人物の紹

介が教材の冒頭に掲

載され、教材に入り

やすい工夫をしてい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童の読みを助け

るために、漢字に振

り仮名を付け、振り

仮名の字体や大きさ

にも配慮をしてい

る。 

同一教材中に再度

使用されている漢字

にも振り仮名を付け

ている。 

 

カラーユニバーサ

ルデザインについて

配慮をしている。 

 「考えるヒント」

を動物や子どものイ

ラストの吹き出しを

使って示している。 

  

 

 

挿絵を使って、問

題やクイズ形式で考

えさせる場面を設定

している。 

 

 

 

児童の読みを助け

るために、漢字に振

り仮名を付け、振り

仮名の字体や大きさ

にも配慮をしてい

る。 

同一教材中に再度

使用されている漢字

にも振り仮名を付け

ている。 

 

カラーユニバーサ

ルデザインについて

配慮をしている。 

 大きな挿絵が多く

あり、教材に親しみ

を持つように工夫し

ている。 

  

 

 

知識を広げて教材

理解を深められるよ

うな資料を提示して

いる。 

 

 

 

児童の読みを助け

るために、漢字に振

り仮名を付け、振り

仮名の字体や大きさ

にも配慮をしてい

る。 

同一教材中に再度

使用されている漢字

にも振り仮名を付け

ている。 

 

カラーユニバーサ

ルデザインについて

配慮をしている。 

 コママンガ風に設

定された教材があ

り、取り組みやすい

ように工夫してい

る。 

 

 

知識を広げて教材

理解を深められるよ

うな資料を提示して

いる。 

 

 

 

児童の読みを助け

るために、漢字に振

り仮名を付け、振り

仮名の字体や大きさ

にも配慮をしてい

る。 

同一教材中に再度

使用されている漢字

にも振り仮名を付け

ている。 

 

カラーユニバーサ

ルデザインについて

配慮をしている。 

 


